
2008-06-09　イメ－ジ・キャンセル機能のON/OFF追加

起動起動起動起動 Setting画面に入るにはＭＥＮＵの中にある”Ｓｅｔｔｉｎｇ”をクリックします。

この画面ではＧｉｇａＳｔの各種設定を行えます。

画面構成画面構成画面構成画面構成

周波数補正周波数補正周波数補正周波数補正 ・スペアナ入力に測定器ＳＧを繋いで調整します。

　　　　測定器測定器測定器測定器SGSGSGSGがががが準備準備準備準備できないできないできないできない場合場合場合場合ははははメメメメ－－－－ルルルル添付添付添付添付したしたしたした個別補正個別補正個別補正個別補正デデデデ－－－－タタタタをそのままをそのままをそのままをそのまま使使使使ってってってって　　　　このこのこのこの作業作業作業作業ををををスキップスキップスキップスキップしてくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

・補正を正確に行うためには0---12000ＭＨｚの測定器ＳＧが必要です。出力-10ｄＢｍ

・最初にＢＡＮＤ　0-1　に設定します。そして400MHｚの欄をクリックしてリタ－ン・キ－を押します。

・測定器ＳＧ＝500ＭＨｚにして　そのレベルが画面-10ｄＢｍ近辺となるようにＣｏｍｍｏｎ-ＢＩＡＳで調整します。

・この後各ＢＡＮＤ毎の補正を行います。

・ＢＡＮＤ　0-1では　まず最初の補正点”0”には特別にＳＧ＝10ＭＨｚに設定して調整します。

・補正は波形のピ－クが-10ｄＢｍとなるように補正値を入力します。

　↑↓キ－で1ｄB単位での増減が可能です。決定はリタ－ン・キ－を押します。

・この作業を指定周波数毎にＳＧ周波数を変えながら全点補正します。

・最後にSAVEボタンで保存してください。

ＲＢＷＲＢＷＲＢＷＲＢＷ----ＡＤＪＡＤＪＡＤＪＡＤＪ ・ＴＧ出力とスペアナ入力を直結して調整します。

・ＳＧの設定を500ＭＨｚとします。

・スペアナの設定をセンタ－＝500ＭＨｚ　スパン＝10ＭＨｚにします。

・ＲＢＷ＝180ＫＨｚにして500ＭＨｚの波高値を記録します。

・ＲＢＷ＝30/15ＫＨｚにした時のレベルが180ＫＨｚと同じとなるように調整します。

　↑↓キ－で1ｄB単位での増減が可能です。決定はリタ－ン・キ－を押します。

・最後にSAVEボタンで保存してください。

画面画面画面画面サイズサイズサイズサイズ ・画面サイズの変更はWindows方式で行ないます。

・Win画面の右下角へマウスカ－ソルを移動させるとカ－ソルの形が⇔になる。

・そこでクリックして移動させると拡大/縮小が出来ます。

・最後にSAVEボタンで保存してください。

SAVESAVESAVESAVE ・SAVEすると最初に保存ファイル選択画面になります。

・ここで”gigast”を選択すると次回起動時には現在の状態に設定されます。

・新規のファイル名を指定する事も可能です。

NF AmpNF AmpNF AmpNF Amp ・RF-ATT　6ｄB　を用意します。

・測定点のENR値を入力します。　　　例　　14.5-----＞0.1ｄB単位なので　145　と入力

・NF-SGを試料に入力して平均値表示をON状態にしてNF値が安定してから記録します。

・平均値表示をOFFにします。リタ－ンキ－を押せばOFFに出来ます。

・NF-SGにRF-ATTを挿入して再度平均値表示ONでNF値が安定してから読み取ります。

・RF-ATTの有/無の差が6ｄBとなるようにNF　Amp　に0.1ｄB単位で入力します。

例　　差が6.5ｄBの場合は　-0.5ｄB----＞　-5と入力する。

設設設設　　　　定定定定　　　　方方方方　　　　法法法法

自動選択されたシリアル・ポ－ト

↑↓キ－でCenterを変更した時の

増減量（MHｚ）です。

レベル（Ｙ軸）の表示単位を指定できます。

6文字以内

　　例　　　ｄＢｍ　、　ｄＢｕ

グラフの描画方式の選択

Ｌｉｎｅ・・・・直線で塗りつぶして表示

Ｄｏｔ・・・・・点と点を結んで包洛線表示

グラフの色の選択

Ｐｌｏｔ・・・・描画点の色

Ｌｉｎｅ・・・・目盛りの色

Ｈｏｌｄ・・・・Ｈｏｌｄ機能の色

Back・・・・背景色

スペアナ・モ－ドの周波数

特性を補正出来ます。

全体のレベルの補正（ｄB)で

主にＬｏｇ素子のＤＣ

オフセット補正用です。

周波数補正値を入力する欄です。左の数字は補正すべき周波数を

ＭＨｚで表示しています。ＢＡＮＤを変更すると自動で　この部分の

周波数と補正値が変更されます。

単位変換のオフセット値を指定します。

6文字以内

ＮＯＩＳＥ-ＳＧのＥＮＲ値を指定します。

　（0.1ｄB単位)　　6文字以内

ＬＯＧ表示のAMP誤差を入力します。

（0.1ｄB単位）　　　6文字以内

画面サイズ　X,Y

ピクセル単位

入力不可

レベル軸のLog変化量（ｄB)/divの選択

180KHzにレベルを合わせる

為の補正値　（ｄB)

Offset表示する周波数（MHｚ）と

極性（+/-）を設定

設定値を保存する。

この設定画面を閉じる

波形の平均値表示を行ないます。

ゆらぎの大きい信号を平均化して

安定化します。特にNF測定に有効です。
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